
人口・世帯数

11月30日現在（前月比）
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（注）右の表について、増減は一部事務組合、会計間の異動も含みます。医療職
の職員は、つがる西北五広域連合へ異動したため大きく減少しています。

（注）職員手当には退職手当は含みません。

（注）「平均給与月額」は、給料月額に扶養手当、住居手当、通勤手当、時間外勤務手当などの諸手当を含みます（国は減額前の額）。

（注）市給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。　標準的な職務内容とは、各級の代表的な職務です。

（注）支給割合の（ ）内は、再任用短時間勤務職員にかかる支給割合です。

○総職員数（H24.4.1現在）
■職員の任免および職員数に関する状況

■職員の給与の状況
○人件費等の状況（23年度普通会計決算） ○ラスパイレス

　指数の状況
　(H24.4.1現在）

（注）国家公務員の給与水
準を100とした場合
の市職員の給与水準
を示す指数の試算値
です（国家公務員は、
H24.4からH26.3ま
で給与減額支給措置
を実施しており、そ
の場合の試算値は
104.6）。

○職員給与費の状況（23年度普通会計決算）

○職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況（H24.4.1現在）

○職員の初任給、経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（H24.4.1現在）

○一般行政職の級別職員数等の状況（H24.4.1現在）

○手当①期末・勤勉手当（23年度） ○手当②特殊勤務手当（23年度）

○職種別職員数

96.6

区　　　分 条例定数 職員数

 市長事務部局 440 383 

 議会事務部局 7 5 

 監査委員事務部局 3 3 

 選挙管理委員会事務部局 4 2 

 農業委員会事務部局 12 8 

 教育委員会 100 81 

 上下水道事業事務部局 45 33 

計 611 515 

住民基本台帳
 人口（24.3.31） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

（B ／ A）
22年度の
人件費率

59,958人 31,991,225千円 937,495千円 3,926,053千円 12.3% 13.0%

職員数（A）
（H23.4.1）

給　　与　　費 1人当たり給与費
（B ／ A）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

435人 1,697,484千円 182,483千円 599,367千円 2,479,334千円 5,700千円

区　分
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

五所川原市 44.5 歳 331,146円 358,669円 51.0歳 313,319円 332,020円

国 42.8 歳 329,917円 401,789円 49.7歳 285,030円 323,181円

区　　　　分
五所川原市 国 経 験 年 数

初任給 初任給 10年以上15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満

一般行政職
大学卒 172,200円 172,200円 277,000円 322,562円 368,392円

高校卒 140,100円 140,100円 247,229円 282,940円 314,764円

技能労務職
高校卒 137,200円 137,200円 188,400円 247,800円 297,133円

中学卒 121,600円 129,200円 － － －

区　　分 ７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級
計

標準的な職務の内容 部長 参事 課長 課長補佐 係長 主任 主事

職員数（人） 8人 5人 35人 153人 86人 27人 39人 353人

構成比 2.3% 1.4% 9.9% 43.3% 24.4% 7.7% 11.0% 100.0%

1年前構成比 2.9% 1.3% 10.6% 42.0% 26.4% 9.2% 7.6% 100.0%

五所川原市 国

1人当たり平均支給額
　1,380千円 

　期末手当2.60（1.45）月分	
　勤勉手当1.35（0.65）月分	
職制上の段階、給料の級等に
より加算措置 
・役職加算5～15％

　　　　　－		
　期末手当2.60（1.45）月分	
　勤勉手当1.35（0.65）月分	
職制上の段階、給料の級等に
より加算措置		
 ・役職加算5～20％　
 ・管理職加算10～25％		

区　　　　分 全　職　種

支給実績	 246,095千円 

支給職員1人当たり
平均支給年額

677,949円 

職員全体に占める
手当支給職員の割合

42.2％ 

手当の種類 16種類

職　　　種 H23.4.1現在 H24.4.1現在 増減

 一般事務職 419 393 △ 26

 保育士 6 6 0

 保健師 17 19 2

 医師 34 2 △ 32

 医療技術職 58 2 △ 56

 看護師、助産師 231 4 △ 227

 専任教員 7 7 0

 技能労務職 45 41 △ 4

 教育長 1 1 0

 教育職 6 6 0

 企業職 36 34 △ 2

計 860 515 △ 345
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○手当③退職手当

○手当⑥主なその他の手当 ○特別職の報酬の状況（H24.4.1現在）

○手当④地域手当（23年度）

○手当⑤時間外勤務手当（23年度）

■職員の福祉および利益の保護の状況

■職員の研修および勤務成績の評定の状況

■職員の分限および懲戒処分の状況■職員の勤務時間
　その他の勤務条件の状況
○勤務時間　 8:30～17:15
　（休憩時間12:00～13:00）
○年次有給休暇　年20日付与
○特別休暇
　結婚、産前、産後、育児、
　服忌、夏季休暇など

■職員の服務の状況
○職員の職務専念義務は、法令

で特別の定めがある場合は免
除されます。

○職員の営利企業等の従事は許
可された場合に限り認められ
ます。

　【23年度許可数　14件】

■職員の競争試験および選考の状況
○職員健康診断の状況（23年度）

○公務災害の発生状況（23年度）

○職員研修の実施状況 ○勤務成績の評定状況
　職員が割り当てられた職務と責任を遂行した実績を基に勤務評定を実施して

おり、職員給与の勤勉手当や人事配置等の参考にしています。

五所川原市 国

（支給率）　　　自己都合	 　 勧奨・定年
勤続20年　　23.50月分　　30.55月分
勤続25年　　33.50月分　　41.34月分
勤続35年　　47.50月分　　59.28月分
最高限度額　　59.28月分　　59.28月分
その他の加算措置		
定年前早期退職特例措置（2～20％加算）	

（退職時特別昇給なし）		
調整額　在職中の職責等による貢献度に
基づく加算		

（ 0 ～ 41,700 ）円×60ヶ月		
 1人当たりの平均支給額（23年度）	
　　　　　　 3,916千円　 24,623千円

（支給率）　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤続20年　　23.50月分　　30.55月分
勤続25年　　33.50月分　　41.34月分
勤続35年　　47.50月分　　59.28月分
最高限度額　 59.28月分　　59.28月分
その他の加算措置		
定年前早期退職特例措置（2～20％加算）	

（退職時特別昇給なし）		
調整額　在職中の職責等による貢献度に
基づく加算		
 （ 0 ～ 79,200）円×60ヶ月

手
当
名

内容および支給単価 国の制度
との異同

23年度決算額

支給実績 支給職員1人当たり
平均支給年額

扶
養
手
当

配偶者　　　　13,000円
その他　　　1人6,500円

（配偶者がいない場合は1人目のみ11,000円）	
※満16歳から満22歳までの子  
1人につき 5,000円加算	

同　じ 91,052千円 193,316円 

通
勤
手
当

・バス等交通機関利用者　
　　　限度額　55,000円	
・交通用具利用者
 　　2,000円～24,500円	

同　じ 35,084千円 61,016円 

住
居
手
当

・借家、借間　
　　　限度額　27,000円 同　じ 35,444千円 239,484円 

区　分 給料・報酬
月　額

期　末　手　当
支 給 割 合

加算措置
6月期 12月期 年間（計）

市　長 834,000円 1.40月分 1.55月分 2.95月分 20％

副市長 681,000円 1.40月分 1.55月分 2.95月分 20％

議　長 425,000円 1.40月分 1.55月分 2.95月分 20％

副議長 381,000円 1.40月分 1.55月分 2.95月分 20％

議　員 352,000円 1.40月分 1.55月分 2.95月分 20％

分限処分 23年度件数 懲戒処分 23年度件数

免　職 0 件 免　職 0 件

降　任 0 件 停　職 0 件

休　職 12 件 減　給 １ 件

降　給 0 件 戒　告 ３ 件

研修区分 受講者数
職員内部研修 639人
派遣研修 109人

区　　　　分 件　　数

公務災害 10件

通勤災害 0件

検 査 項 目 受診者数
新採用者総合健診 25人
胸部Ｘ線検査 594人
尿検 566人
血圧 607人
心電図（35歳以上） 399人
血液一般検査 425人
肝機能検査 425人
血中脂質検査 425人
血糖 425人
１日ドック（30歳以上） 269人
脳ドック  (45歳以上) 51人

平　成　23　年　度

試験職種 受験者数 合格者数 倍率 試験日

一般事務 209人 16人 13.1倍 H23.9.18

電子計算 2人 1人 2.0倍 H23.9.18

図書館司書 9人 1人 9.0倍 H23.9.18

看護師・助産師 15人 10人 1.5倍 H23.10.13

薬剤師 1人 1人 1.0倍 H23.10.13

理学療法士 3人 1人 3.0倍 H23.10.13

支給実績 35,897千円

支給職員1人当たり
平均支給年額 920,444円

支給対象地域（者）	 国の制度

医療職（1）の適用
を受ける職員39名
支給率15％	

支給率15％

支給実績 140,618千円

支給職員 1人当たり
平均支給年額	 219,031円
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安全第一

雪の季節となりました。昨季は記録的な豪雪となり、雪国で除排雪中の事故が多発しました。

ルールとマナーを守り、事故なく春を迎えましょう。

○路上駐車は除雪の妨げになると同時に大変危険です。たっ
た１台の駐車車両でも除雪車が入られなくなってしまい、
迷惑となります。故障などでやむを得ず駐車する場合は、
目印に赤い旗などを立ててわかるようにしてください。
○除雪車で寄せた雪や各家庭の雪を道路に押し出さないでく
ださい。
　万が一、火災や事故が発生した場合に緊急車両の妨げにな
るなど、大きな支障をきたすことになります。
○道路に面した屋根雪の落雪は、交通の遮断や人命にかかわ
ることがあります。雪下ろしの際にも歩行者等に十分に注
意し、危険のないようお願いします。
○無秩序なごみ出しは、路上散乱など周辺の迷惑になります。
○雪片付けの際の近隣トラブルが増えています。
　他の方の迷惑にならないよう、十分に注意しましょう。
■お問い合わせ先　土木課　内線2615

　他県にて融雪溝に転落し、死亡した事例があったこと、また、限られた水で最大の効果をあげるため
に次のことに注意してください。
○厳寒時、融雪溝内の凍結や水が流れていない場合もあります。このような場合は絶対に投雪しないで
ください。水が流れていることを確認してから投雪してください。
○人身事故防止のため、雪切り網は絶対に外さないでください。
○火災・水害時は使用しないでください。
○投雪作業中は、通行車両に気をつけましょう。
○作業中、投雪口に子どもが近寄らないよう注意しましょう。
○雪の塊は砕いてから投雪しましょう。
○近隣で協力して車道脇の雪を投げ、道路を広く、見通しを良くしてください。
○投雪作業が終わったら投雪口内の雪を排除し、ふたを閉め、ふたが浮き上がっていないか、取手が浮
き上がっていないかを確認してください。
○ふたを開けやすくするために、角材やパイプなどを挟んでおくことは、歩行者や車にとって大変危険
ですのでやめましょう。
○融雪溝を駐車場・物置場として利用しないでください。
■お問い合わせ先　土木課　内線2614

○除排雪作業は、交通渋滞を引き起こさないために、交通量の少ない夜間や早朝に行われます。
　騒音などでご迷惑をおかけしますがご理解ください。
○除雪は、通勤・通学のラッシュ前に完了するよう短時間で一斉に行っていますが、玄関や車庫前など
に寄せられた雪を処理することは現在の機械の能力からすると大変困難です。家の前に残された雪に
ついては、市民の皆さんによる除雪が必要ですので、道路脇に積み上げるなど、ご理解とご協力をお
願いします。
○除雪車は、前後10mほどが死角になります。また、雪の中に混じった石・ガラスなどが飛ぶ恐れもあ
りますので、30m以内には近寄らないようにお願いします。
○物損事故を防ぐために、雪により見えなくなる塀や生け垣等には、あらかじめ赤い旗などの目印を立
ててください。道路上に伸びた枝については、除雪の支障とならないよう枝切りをお願いします。
　また、車の乗り入れ用鉄板などは撤去してください。除雪車が激突し、事故発生の原因となります。
○除雪した後の路面は大変滑りやすくなっています。足元には十分注意してください。
＊次ページに各地区の除排雪委託業者、雪置き場を掲載しています。
■お問い合わせ先　土木課　内線2615

　除雪作業中は、次の10カ条を守り、事故が起こらないよう心がけましょう。
①作業は家族、隣近所にも声をかけて２人以上で！
②建物の周りに雪を残して雪下ろし！
③晴れの日ほど要注意、屋根の雪がゆるんでる！
④はしごの固定を忘れずに！
⑤エンジンを切ってから！除雪機の雪詰まりの取り除き
⑥低い屋根でも油断は禁物！
⑦作業開始直後と疲れたころは特に慎重に！
⑧面倒でも命綱とヘルメットを！
⑨命綱、除雪機など用具はこまめに手入れ・点検を！
⑩作業のときには携帯電話を持っていく！
■お問い合わせ先　総務課　内線2116

　家庭や事業所から油や薬品などが流れ出す水質事故が多発しています。水質事故が発生すると、側溝
や水路を通じ河川に流れ出ることもあります。
　河川は水道用水、かんがい用水などとして利用されていますので、水質事故は地域全体に影響を及ぼ
し、動植物にも悪影響を与えます。
　水質事故の処理に掛かった費用は、原因者が負担することになります。
　厳冬期を迎え、灯油を扱う機会が多くなっています。ご家庭や事業所で、タンクの状況の再確認、除
雪作業時の破損事故に注意しましょう。
　安全で安心な生活のために、一人ひとりが気をつけて事故を防ぐようご協力をお願いします。
　事故を起こした場合または発見した場合は、お近くの消防署、環境対策課、警察署などへご連絡くだ
さい。
■お問い合わせ先　環境対策課　内線2342

雪対策についてのお知らせ雪対策についてのお知らせ除排雪作業にご協力をお願いします除排雪作業にご協力をお願いします

ルールとマナーを守りましょうルールとマナーを守りましょう

融雪溝を利用するときは
　　ルールを守って安全に利用しましょう
融雪溝を利用するときは
　　ルールを守って安全に利用しましょう

除雪作業の事故防止10カ条除雪作業の事故防止10カ条
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安全第一

雪の季節となりました。昨季は記録的な豪雪となり、雪国で除排雪中の事故が多発しました。

ルールとマナーを守り、事故なく春を迎えましょう。

○路上駐車は除雪の妨げになると同時に大変危険です。たっ
た１台の駐車車両でも除雪車が入られなくなってしまい、
迷惑となります。故障などでやむを得ず駐車する場合は、
目印に赤い旗などを立ててわかるようにしてください。
○除雪車で寄せた雪や各家庭の雪を道路に押し出さないでく
ださい。
　万が一、火災や事故が発生した場合に緊急車両の妨げにな
るなど、大きな支障をきたすことになります。
○道路に面した屋根雪の落雪は、交通の遮断や人命にかかわ
ることがあります。雪下ろしの際にも歩行者等に十分に注
意し、危険のないようお願いします。
○無秩序なごみ出しは、路上散乱など周辺の迷惑になります。
○雪片付けの際の近隣トラブルが増えています。
　他の方の迷惑にならないよう、十分に注意しましょう。
■お問い合わせ先　土木課　内線2615

　他県にて融雪溝に転落し、死亡した事例があったこと、また、限られた水で最大の効果をあげるため
に次のことに注意してください。
○厳寒時、融雪溝内の凍結や水が流れていない場合もあります。このような場合は絶対に投雪しないで
ください。水が流れていることを確認してから投雪してください。
○人身事故防止のため、雪切り網は絶対に外さないでください。
○火災・水害時は使用しないでください。
○投雪作業中は、通行車両に気をつけましょう。
○作業中、投雪口に子どもが近寄らないよう注意しましょう。
○雪の塊は砕いてから投雪しましょう。
○近隣で協力して車道脇の雪を投げ、道路を広く、見通しを良くしてください。
○投雪作業が終わったら投雪口内の雪を排除し、ふたを閉め、ふたが浮き上がっていないか、取手が浮
き上がっていないかを確認してください。
○ふたを開けやすくするために、角材やパイプなどを挟んでおくことは、歩行者や車にとって大変危険
ですのでやめましょう。
○融雪溝を駐車場・物置場として利用しないでください。
■お問い合わせ先　土木課　内線2614

○除排雪作業は、交通渋滞を引き起こさないために、交通量の少ない夜間や早朝に行われます。
　騒音などでご迷惑をおかけしますがご理解ください。
○除雪は、通勤・通学のラッシュ前に完了するよう短時間で一斉に行っていますが、玄関や車庫前など
に寄せられた雪を処理することは現在の機械の能力からすると大変困難です。家の前に残された雪に
ついては、市民の皆さんによる除雪が必要ですので、道路脇に積み上げるなど、ご理解とご協力をお
願いします。
○除雪車は、前後10mほどが死角になります。また、雪の中に混じった石・ガラスなどが飛ぶ恐れもあ
りますので、30m以内には近寄らないようにお願いします。
○物損事故を防ぐために、雪により見えなくなる塀や生け垣等には、あらかじめ赤い旗などの目印を立
ててください。道路上に伸びた枝については、除雪の支障とならないよう枝切りをお願いします。
　また、車の乗り入れ用鉄板などは撤去してください。除雪車が激突し、事故発生の原因となります。
○除雪した後の路面は大変滑りやすくなっています。足元には十分注意してください。
＊次ページに各地区の除排雪委託業者、雪置き場を掲載しています。
■お問い合わせ先　土木課　内線2615

　除雪作業中は、次の10カ条を守り、事故が起こらないよう心がけましょう。
①作業は家族、隣近所にも声をかけて２人以上で！
②建物の周りに雪を残して雪下ろし！
③晴れの日ほど要注意、屋根の雪がゆるんでる！
④はしごの固定を忘れずに！
⑤エンジンを切ってから！除雪機の雪詰まりの取り除き
⑥低い屋根でも油断は禁物！
⑦作業開始直後と疲れたころは特に慎重に！
⑧面倒でも命綱とヘルメットを！
⑨命綱、除雪機など用具はこまめに手入れ・点検を！
⑩作業のときには携帯電話を持っていく！
■お問い合わせ先　総務課　内線2116

　家庭や事業所から油や薬品などが流れ出す水質事故が多発しています。水質事故が発生すると、側溝
や水路を通じ河川に流れ出ることもあります。
　河川は水道用水、かんがい用水などとして利用されていますので、水質事故は地域全体に影響を及ぼ
し、動植物にも悪影響を与えます。
　水質事故の処理に掛かった費用は、原因者が負担することになります。
　厳冬期を迎え、灯油を扱う機会が多くなっています。ご家庭や事業所で、タンクの状況の再確認、除
雪作業時の破損事故に注意しましょう。
　安全で安心な生活のために、一人ひとりが気をつけて事故を防ぐようご協力をお願いします。
　事故を起こした場合または発見した場合は、お近くの消防署、環境対策課、警察署などへご連絡くだ
さい。
■お問い合わせ先　環境対策課　内線2342

雪対策についてのお知らせ雪対策についてのお知らせ除排雪作業にご協力をお願いします除排雪作業にご協力をお願いします
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融雪溝を利用するときは
　　ルールを守って安全に利用しましょう
融雪溝を利用するときは
　　ルールを守って安全に利用しましょう
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　効率的な雪対策に取り組むためには、市民の皆さん、市、委託業者の３者が協調して効率的に雪対策へ取り
組むことが重要となります。今年度の各地区の除排雪委託業者名と雪置き場をお知らせします。
　なお、除排雪の出動については道路パトロールや降雪量、降雪予報をもとに除排雪対策本部が委託業者へ出
動の指示を出すことになっています。

地　区 主な区域および経由地等 業者番号

全 域 の
幹　　線

こめ米ロード（悪戸橋付近～国道339号交差点）、第四中学校通り（沖飯詰国道339号交差点～四中前～藤兵衛橋～飯塚
宅角）、飯詰交差点～若山幹線（経営コンサルタントなるみ交差点～飯詰十文字バス停～興隆橋～若山バス停～若山分
館～松野木長尾商店交差点）、玉清水牧場（スキー場まで）、県立少年自然の家（少年自然の家入り口交差点から）、第
四中学校、ふれあいハウス松が丘

13

若　　葉 若葉（バス通りを除く）、新宮岡田（五小東側の県営新宮団地そば住宅地）、五所川原小学校、長橋広野の一部（県営
新宮団地通路、市浄化センター周辺） 9

松 島 町 松島町１丁目～３丁目、松島会館 5
松島町４丁目～８丁目、西北中央病院官舎、第一中学校、中央小学校、給食センター 10

みどり町 みどり町（１・２・３・４・７・８丁目）、第三中学校 16
みどり町６丁目、やなぎぬま公園～広田神明宮向かいまでのバス通り、みどり町８丁目の一部（バス通りから１本北側の道路） 11

小　　曲 小曲、農村婦人の家 18

市　

中　

心　

部

新宮町、新宮、芭蕉、蘇鉄（JR線路より北側）、新宮集会所 13
雛田、下平井町、旧十川団地（国道339号と津鉄の線路、プラザマリュウ・エルム通りと十川橋交差点～十川駅そば踏切に囲まれる地域） 9
くるみ園、オルテンシア、浄化センター 3
幾世森、下平井町の一部（国道339号沿い北側で、第２さつき保育園より旧十川までの区域）、末広町の一部（聖心幼
稚園付近と県道より土手側）、雛田・さつき町、ほか市中心部の狭隘路線、しきしまコミュニティセンター 9

蓮沼、不魚住、元町（野球場～第一高校交差点の通り沿いで土手側の地域、南小学校そば警察官舎向かい側２本の道
路～コーポミナミ角～富士見市営住宅～市民体育館裏～貴久屋横）、田町（サンルートパティオ横から南小学校まで、
五所川原電装の裏通り）、栄町（トヨタ自動車横から裏の通り、住友生命栄支部前の通り）、南小学校、体育館、図書館、
資料館、柳町、新町の一部（新町集会所横の一方通行）、柳町、岩木町

25

寺町、錦町、幾島町、柏原町の一部（旧西北温泉前の通り）、中平井町の一部（五所川原高校前通り）、上平井町の一
部（五所川原高校向かい山口水道横の通り） 14

鎌谷町、一ツ谷（鎌谷町・東北電力変電所前の市道北側で津鉄線路とプラザマリュウ・エルム通りに囲まれる区域）、
市民学習情報センター・コミュニティ防災センター 13

長橋橋元（旧五小跡の住宅地）、職安横JR線路沿い、旭町、上平井町の一部（NTT裏通り）、雛田の一部（旧山本耳鼻
科正面と裏手の一方通行）、中央コミュニティセンター 9

烏森・吹畑藤巻の一部（バースデイ～神明宮～㈱青和設計そば交差点までの通り沿いで旧十川までの区域）、中央１・
４・５丁目の一部（２車線道路のエルム側） 24

中央６丁目の一部（サンクスうばやち店までの旧十川側区域） 25
鎌谷町と一ツ谷の一部（プラザマリュウ・エルム通りより東側）、一ツ谷橋 23
中央１・２・３・５・６丁目、烏森（東西がプラザマリュウ・エルム通りとJR線路に挟まれる地域で、北側は東北電
力変電所前の市道から南側がホンダセンターナリコー裏通りまで） 21

業者番号 社　　　名 電話番号
1 ㈲伊藤組 (飯詰) 39-7030
2 梅沢工業 (中泉) 28-3256
3 ㈱外崎建設 (長橋) 36-3253
4 江良産業㈱ (毘沙門) 36-2531
5 ㈱寺栄建設 (唐笠柳) 34-4756
6 ㈱金谷組 (高野) 29-2349
7 ㈲ことぶき造園 (野里) 29-3247
8 ㈲櫻井建材 (長富) 36-3719
9 ㈱外崎配管設備 (烏森) 35-9816
10 笠井建設 (松島町) 35-5757
11 ㈲白戸土建 (七ツ館) 28-2840
12 青工建設㈱ (稲実) 34-9231
13 ㈱坂本光組 (飯詰) 37-2301
14 ㈱坂本興業 (飯詰) 37-3341
15 ㈱小田桐工務店 (飯詰) 37-2511
16 ㈱小田桐建設 (広田) 35-2684
17 ㈲小野水道工業所 (一野坪) 35-7215
18 ㈲五所川原総業 (小曲) 34-6241
19 ㈲柴田産業 (飯詰) 37-3331
20 ㈱小枝設備工業 (みどり町) 34-8230
21 ㈱丸清起業 (豊成) 29-3777
22 ㈲三和園芸土木 (七ツ館) 28-2846
23 ㈱津軽サンロード (七ツ館) 27-3901
24 ㈲須藤工業 (広田) 26-6224
25 ㈱青北産業 (金木) 54-1037
26 西北土木㈱ (七ツ館) 35-0768

雪対策情報

○以下は委託箇所の一覧です。業者番号でご確認ください。

■除排雪委託業者連絡先一覧 ■雪置き場
　金山地区に雪置き場が設置されます。
　通路区間は事故が起きないよう、最徐行してく
ださい。　
　搬入は９時から16時までとなっています。

五所川原地区

至金木

津
軽
自
動
車
道

津
軽
自
動
車
道

サークルＫ

ほくとう

緑風苑

松島
小学校

五所川原
農林高校

雪置き場
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　効率的な雪対策に取り組むためには、市民の皆さん、市、委託業者の３者が協調して効率的に雪対策へ取り
組むことが重要となります。今年度の各地区の除排雪委託業者名と雪置き場をお知らせします。
　なお、除排雪の出動については道路パトロールや降雪量、降雪予報をもとに除排雪対策本部が委託業者へ出
動の指示を出すことになっています。

地　区 主な区域および経由地等 業者番号

栄

湊千鳥の一部（市営千鳥団地周辺、旧平山建設周辺）、青森綜合警備保障㈱周辺 21
湊千鳥の一部（湊大橋側道、北五建設会館の通り） 25
姥萢桜木・湊船越の一部（森羽段ボールの通り～栄橋～猫渕、三ツ谷、大巻踏切通り、姥萢高架橋（花菖蒲橋）横） 7
稲実米崎、姥萢船橋（県道松野木姥萢線を挟んで北側、ホテル赤い靴の裏など）、栄小学校 25
姥萢船橋の一部（はるにれ住宅団地、ニュータウンエルム、栄小学校前T字路交差点までの道路）、サンビレッジ五所
川原、つがる克雪ドーム 11

稲実（稲実バス停周辺）、開野（稲実集会所横を入った住宅地と周辺） 12
姥萢船橋（国道101号みどり橋そば文化シャッター㈱五所川原出張所付近）、広田柳沼の一部（旧昭和ニット㈱となり
ニュータウン広田、トヨペット㈱五所川原店横～中央水産～㈲一心工業横、スーパーなりかんを囲む住宅地と㈱角弘
広田ガソリンスタンド横までの通り）、雇用促進住宅

13

広田藤浦・下り松、七ツ館鶴ケ沼（梅田橋～三輪小の通りから市内方向の国道と十川間の区域）、広田橋南側～梅田の
通り（広田橋の南側～専念寺～梅田保育園） 16

七ツ館虫流・鶴ケ沼・柏枝（国道101号三輪小そばの交差点から学校前の通り、その交差点より青森方面）、三輪小学校 11
稲実米崎・稲葉、広田榊森・七ツ館虫流（光ヶ丘団地・広平ニュータウン・七ツ館虫流、光ヶ丘ニュータウン・ひが
し光ヶ丘ニュータウン・みなみ広田団地） 22

梅　沢
梅田、中泉、梅沢コミュニティセンター、集落排水処理施設 2
広田橋南側～梅田の通り（広田橋の南側～専念寺～梅田保育園） 16
梅田福浦の一部（国道101号沿い㈱NCアパレルとなり南みつわ団地） 11

七　和

高野、前田野目長峰・村中・川崎・桜ケ峰、持子沢、県道～あかね荘まで 6
持子沢、羽野木沢、前田野目野脇、犬走の一部（前田野目バス停周辺） 6
俵元、豊成（東日流農産から入る道路）、俵元加工センター 21
原子、羽野木沢、持子沢笠野前の一部（東高校周辺、持子沢コミュニティ消防センターより南側）、コミュニティセン
ター七和、原子集会所、第二中学校 7

長　橋

戸沢・石田坂（金山大溜め池の東側～戸沢分館周辺～石田坂分館周辺）、若山の一部（若山バス停前～松野木交差点への幹線東側） 15
平町、松野木花笠（松野木会館西側の通り、上松野木バス停向かい大山祗神社通り、地名が「字有俵」に隣接する通り） 17
こめ米ロード（サンクス福山店横～中泉の神ストアー交差点）、神山（神社横の通りを除く）、野里の一部（長橋溜池
向かい～ことぶき造園十字路～野里集会所、国道101号沿い乳井商店横）、豊成、東峰小学校 7

浅井の一部（民宿どんどん前の通り、浅井分館前） 11
境山、浅井～野里（農協野菜出荷施設裏通り～旧金星パチンコ駐車場横～野里集会所～高橋酒店角～野里不燃物埋立地） 7
野里奥野、持ノ沢溜池の西側、野里野岸、福山広富、福山広富～神山野岸への通り（旧㈱櫛引工業所第２資材置き場
前～福山コミュニティ消防センター～美秀園横）、野里牧原の一部（赤帽横から西方向の道路）、神山野岸、神山鶉野
（神社横～育苗センター通り）、コミュニティセンター長橋、農産物加工センター、ふれあいハウスつつじが丘

7

松　島

一野坪（石畑、中村、前萢などの五農高前駅から北西方面）、漆川の一部（馬性） 17
東芝前バス通り、漆川浅井（松島町５丁目市営住宅向かいの地域を除く） 10
石岡藤巻、米田、唐笠柳の一部（ドーム裏通り、村崎、寺田精米所通り、二本柳バス停付近） 5
漆川工業団地（富士電機津軽セミコンダクタ株式会社周辺） 9
吹畑藤巻（西北地域県民局農林水産部農村整備五所川原庁舎と東芝駐車場周辺）、漆川浅井（松島５丁目市営住宅向か
いの地域）、袖掛（㈱三和電工向かい側）、鍋懸、太刀打早蕨（国道339号より南側） 10

イトーヨーカドー付近（国合同庁舎角から東西、南北方向への道路） 11
唐笠柳藤巻（藤巻温泉ニュータウン、エルムニュータウン、唐笠柳ニュータウン）、唐笠柳村崎（八晃園となり住宅地）、
唐笠柳～水野尾（五所川原ガスそば交差点～太田酒店～末広口バス停）、水野尾～富枡～松野木福泉（水野尾バス停向
かい～富枡橋～福岡西口バス停～福岡東口屯所裏通り）

12

太刀打常盤・麻ノ葉・柳川（桃崎バス停と高杉建設の周辺）、一野坪馬繋場の一部（旧一野坪小学校向かい一野坪ニュータウン） 9
水野尾懸樋（食事処でんでん付近）、水野尾宮井（水野尾バス通り、コミュニティ消防センターから三屋口バス停そば
交差点までの西側） 12

米田（八ッ橋、北側）、金山、川代田、悪戸橋～コミュニティセンター松島～ふれあいハウスかいどう～葬斎苑～若山
バス停までの幹線 20

飯　詰
飯詰と下岩崎の一部（県道五所川原・金木線の東側、いずみ小周辺）、コミュニティセンター飯詰、いずみ小学校、飯詰浄水場 14
飯詰と下岩崎の一部（県道五所川原・金木線の西側） 19
興隆（坂ノ上集会所～朝日沢田バス停そば交差点～おけさ沼方面） 15

毘沙門 毘沙門・長富、毘沙門～共栄間（大泊溜池の北側と南側の通り）、毘沙門・長富コミュニティセンター、農業センター 4

三　好
藻川（集落排水処理施設そばから南東へ延びる藻川幹線）、藻川コミュニティ消防センター

8
鶴ヶ岡鎌田、川袋、高瀬、中央クリーンセンター、三好小学校、コミュニティセンター三好、高瀬集会所駐車場

三　好、
中川の一部

川山、種井、鶴ヶ岡福田（勝川橋そば地蔵堂より北側）、新津軽大橋～浄化センター手前までの道路、種井橋通り、コ
ミュニティセンター中川 4

中　川
桜田鴻ノ巣（国道339号より西側）、沖飯詰帯刀と男鹿の一部（旧沖飯詰小学校の裏手を囲む道路と稲荷神社前と田口板金付近） 25
田川、田川集会所 8

狭隘路線 湊・栄町・弥生町ほか、狭隘路線 1

＊狭隘路線とは、目安として幅員が３ｍ以下の小型除雪機械による除雪を行う道路です。
■上記に掲載されていない幹線道路等は、直営車両（市役所）で除雪を行います。
■この表にあるほか、直営車両(市役所)で除雪を行う地域もあります。

＊金木地区、市浦地区の除排雪委託業者、雪置き場は次のページにあります。

雪対策情報

広報への有料広告を募集しています／広報係 内線21177 五所川原市役所　☎35－2111　平成24年12月15日



大沼公園駐車場

●コミセン
市浦中学校●

市浦総合支所●

国道339号

旧国道

中里→

←小泊

雪置き場

大沼公園駐車場

●
所
材
製
西
葛
旧

松
磯

所
会
集

●

国道339号

市道

相内→←小泊

雪置き場

旧葛西製材所向かい

●
旧太田小学校

雪置き場

←小泊

旧太田小学校グラウンド

雪置き場

●亀田商店
十三コミュニティ

センター●

●旧十三
　小学校

←小泊

旧十三小学校グラウンド洗磯崎神社西側

雪置き場

●脇元漁港

●サマー
　ハウス

●洗磯崎神社

国道339号 五所川原→←小泊

日 本 海

車道や歩道の雪で困っている時は
〔市　　　道〕　五所川原地区…除排雪対策本部　℡33-8906㈹

　　　　　　　（冬期限定ダイヤルのため毎年変更となる場合があります）

　　　　　　　金木地区…金木総合支所産業建設係　℡35-2111　内線3210（夜間・休日は内線3116）

　　　　　　　金木除雪センター　℡53-3877

　　　　　　　市浦地区…市浦総合支所産業建設係　℡35-2111　内線4023（夜間のみ内線4035）

〔国道・県道〕　西北地域県民局地域整備部道路施設課　℡34-2111㈹

地域の区分 業者名等 電話番号

金木地区
喜良市岩見町・野崎・
坂本(更生地区)含む

金木総合支所
産業建設係

35-2111
(内線3210）

川倉地区 泉谷建設 52-2104

藤枝地区 ㈲白寛建設 53-3332

沢部・蒔田・神原地区
広域農道・一部金木含む

㈲前進工業 53-2976

喜良市地区 ㈲前田建材 52-5747

嘉瀬１号地区 ㈲須崎建設 52-3571

嘉瀬２号地区 斉藤建設 52-5281

雪対策情報

市 浦 地 区

金 木 地 区

■除排雪は直営車両（市浦総合支所産業建設係　内線4023）が行います。
■雪置き場

■除排雪委託業者連絡先一覧

〈嘉瀬地区の区分〉

■雪置き場は「藤枝ため池」をご利用ください。

広報はホームページでもご覧になれます 8五所川原市役所　☎35－2111　平成24年12月15日



〜
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜

善
意
の
花
か
ご

善
意
の
花
か
ご

善
意
の
花
か
ご

善
意
の
花
か
ご

上下でお買上げの
お客様へ

替スラックス、夏制服購入割引券、学生ベルト
〈オリーブ・デ・オリーブ〉
スクールカーディガン又はELLEサブバッグ
夏制服購入割引券

男子

女子

中三五所川原営業所
五所川原駅となり
商工会館1階にて営業いたしております。
TEL・FAX 0173‒35‒0801

中学校制服承り中！！中学校制服承り中！！◎
広
報
有
料
広
告

◎
広
報
有
料
広
告

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
! !

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
! !

　

市
は
、
11
月
22
日
、
市
長
室
に
お

い
て
、
青
森
県
石
油
商
業
組
合
西
北

五
支
部
（
葛
西
邦
夫
支
部
長
代
行
）

と
同
支
部
五
所
川
原
ブ
ロ
ッ
ク
（
池

田
一
彰
ブ
ロ
ッ
ク
長
）
と
の
間
で
、

災
害
時
に
お
け
る
石
油
類
燃
料
の
優

先
供
給
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

石
油
燃
料
供
給
の
混
乱
を
踏
ま
え
、

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
等
に
、

市
の
行
う
災
害
応
急
対
策
に
対
し
ガ

ソ
リ
ン
や
灯
油
等
の
燃
料
を
出
来
る

限
り
優
先
的
に
供
給
す
る
こ
と
を
取

り
決
め
し
た
も
の
で
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
る
た
め
の

協
定
で
す
。

　

市
で
は
、
今
回
の
石
油
類
燃
料
の

ほ
か
に
、
商
業
施
設
と
の
間
で
飲
料
、

食
料
、
生
活
物
資
、
災
害
復
旧
物
資

の
優
先
供
給
協
定
を
締
結
し
て
い
る

ほ
か
、
青
森
県
内
自
治
体
と
の
相
互

応
援
協
定
、
三
重
県
亀
山
市
、
茨
城

県
鹿
島
市
の
遠
隔
地
の
自
治
体
の
間

で
も
、
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
て

い
ま
す
。

◎
青
森
県
日
蓮
宗
社
会
教
化
事
業
協
会
（
小

野
泰
幹
会
長
）
２
名
＝
法
要
、
映
画
上
映
、

お
供
物
70
個
（
く
る
み
園
へ
）

◎
青
森
県
立
五
所
川
原
高
等
学
校
第
31
回
卒

業
生
同
期
会
有
志
一
同
（
蝦
名
文
彦
実
行

委
員
長
）
＝
10
万
円

　
（
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
へ
）

　
「
第
３
回
全
国
農
業
高
校
お
米
甲
子
園
」

に
て
、
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
五
所
川

原
農
林
高
等
学
校
の
生
徒
ら
が
12
月
３
日
、

市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

お
米
甲
子
園
と
は
、
全
国
の
農
業
高
校

が
育
て
た
米
の
味
・
香
り
・
食
感
な
ど
を

競
う
も
の
で
、
全
国
か
ら
１
０
５
校
が
参

加
。
昨
年
金
賞
を
受
賞
し
て
い
る
同
校
は
、

今
年
は
、
乾
田
直
播
栽
培
（
畑
状
態
の
田

に
直
接
種
も
み
を
ま
き
、
苗
が
少
し
生
長

し
た
ら
水
を
入
れ
る
方
法
）
で
挑
み
、
見

事
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

浜
舘
勇
さ
ん
（
生
物
生

産
科
３
年
）
は
「
人
力
で

の
除
草
が
大
変
で
し
た
が
、

今
年
初
挑
戦
し
た
乾
田
直

播
で
賞
が
取
れ
て
う
れ
し

い
で
す
」
と
喜
び
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

協
定
を
締
結
し
市
長
と
握
手
を
交
わ
す

葛
西
支
部
長
代
行（
左
）と
池
田
ブ
ロ
ッ
ク
長（
右
）

写
真
：
蝦
名
実
行
委
員
長（
中
央
）と

　
　
　
　
倉
谷
実
行
委
員（
左
）▼

（
前
列
左
か
ら
）

佐
藤
校
長
、
浜
舘
さ
ん
、

斗
澤
教
諭

災害に強いまちづくり
燃料の優先供給協定を締結しました

五
農
高　

お
米
甲
子
園
で
特
別
優
秀
賞
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図４　介護サービス給付費 図２　要介護・要支援認定者（単位：人）

軽度認定者

中・重度認定者

図３　介護サービス受給者（単位：人） 図１　市の高齢化率

Ｈ20.3 Ｈ21.3 Ｈ24.3Ｈ23.3Ｈ22.3

2,672

1,871 1,853 1,902 1,894 1,878

1,005 1,087 1,129
1,226 1,251

2,725

2,802
2,848

2,892

25.6％

26.3％
26.7％

26.8％

27.5％

Ｈ20.3 Ｈ21.3 Ｈ24.3Ｈ23.3Ｈ22.3

Ｈ20.3 Ｈ21.3 Ｈ24.3Ｈ23.3Ｈ22.3

H19年度　　4,495,262千円
H20年度　　4,779,361千円
H21年度　　4,997,708千円
H22年度　　5,162,366千円
H23年度　　5,317,161千円

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す

　
当
市
で
は
高
齢
化
が
進
む
な
か
（
図
１
）、
中
・
重
度
認
定
者
数
（
要
介
護
３

〜
５
の
方
）
が
増
加
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　
そ
れ
に
伴
い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
も
年
々
増
加

し
て
お
り
（
図
３
・
図
４
）、
今
後
も
増
え
続
け
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

介護保険はみんなが支え合う制度です介護保険はみんなが支え合う制度です
　介護保険事業は、国、県、市で負担する公費と第１号被保険者（65歳以上）と第２号被保険者
（40歳～64歳）の方に納めてもらう介護保険料で運営されており、社会全体で支え合う仕組みと
なっています。
　誰もが安心して介護サービスを利用できるために介護保険料は大切な財源となります。
　介護保険料は納期内に納めましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介護福祉課　内線2452

〒038‒3671　
青森県北津軽郡板柳町掛落林字前田263

グループホーム ライラック

〒037‒0612　
青森県五所川原市福山字実吉7 2 ‒ 3

デイサービス ライラック
住宅型
有料老人ホームライラック実吉

〒038‒3671　
青森県北津軽郡板柳町掛落林字前田262‒2

住宅型有料老人ホーム
居宅介護支援事業所
訪問介護ステーション

ライラック

連絡先／板　　柳TEL0172̶73̶5107
　　　　五所川原TEL0173̶29̶2015

入居者募集中入居者募集中

社員募集中社員募集中

当社自慢の｢現金買取システム｣!
お手持ちの「中古住宅」買取り致します

空き家で管理が大変・現金化したい・売却中なのに売れない

ご連絡・お問い合わせは下記まで お気軽にどうぞ!!  
住環境設計

プリズム
※ホームページも ぜひ ご覧下さい。

青森市浪岡大字浪岡
　　　　　字平野136−4
青森県建築士会会員
福祉住環境コーディネーター協会会員
あおもりインテリアコーディネーター倶楽部

◎ ご連絡・お問い合せ先 ◎

TEL（0172）55−8643　FAX（0172）55−8644

E-メールアドレス　mail@j-prism.jp

ホームページアドレス　http：//www. j-prｉsm . jp/

◎
広
報
有
料
広
告

◎
広
報
有
料
広
告

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
! !

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
! !

　

国
民
年
金
の
保
険
料
に
納
め
忘
れ
が

あ
る
と
、
将
来
受
け
る
年
金
額
が
減
額

さ
れ
る
ほ
か
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
万
が
一
の
ケ
ガ
や
病
気
に
よ

る
障
害
基
礎
年
金
、
妻
と
子
を
残
し
て

夫
が
亡
く
な
っ
た
時
の
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は

毎
月
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
こ
と
が

前
提
で
す
。

　

納
付
に
は
納
め
忘
れ
の
な
い
便
利
で

お
得
な
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
も
あ
り
ま
す
。

　

豊
か
な
老
後
の
た
め
、
そ
し
て
万
が

一
の
時
の
た
め
に
も
毎
月
の
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
納
付
困
難
な

方
に
は
免
除
制
度
、
30
歳
未
満
の
方
に

は
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
、
学
生
の
方

に
は
学
生
納
付
特
例
制
度
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

国
保
年
金
課	

内
線
２
３
３
１
～
２
３
３
３

弘
前
年
金
事
務
所

℡
０
１
７
２（
27
）１
３
３
７

国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
な
い
と
ど
う
な
る
の
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●
日
時　

１
月
13
日
㈰
・
27
日
㈰
、

　
　
　
　

２
月
10
日
㈰
・
24
日
㈰

　
　
　
　

10
時
30
分
～
12
時
30
分

●
場
所　

ナ
ク
ア
白
神
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

　
　
　
　

ト

◇
対
象　

小
学
生
以
上
の
市
民

◎
申
込
方
法　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

連
絡
先
・
技
術
レ
ベ
ル（
パ
ラ
レ
ル

が
で
き
る
、初
心
者
等
）を
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
35
）２
４
８
４
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

平
成
25
年
度
第
１
学
期（
４
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制

の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
2
月
28
日
㈭
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

●
日
時　

１
月
９
日
㈬　

　
　
　
　

10
時
30
分
～
15
時

●
場
所　

Ｅ
Ｌ
Ｍ
の
街
Ｓ
Ｃ

　
　
　
　

２
階
Ｅ
Ｌ
Ｍ
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

◇
内
容　

チ
カ
パ
ン
大
道
芸
（
11
時
～
、

14
時
～
）
／
バ
ル
ー
ン
・
カ
プ
ラ
積

み
木
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／
食
育
コ
ー

ナ
ー
／
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
／
わ
く
わ

く
店
紹
介
コ
ー
ナ
ー
な
ど

＊
フ
ェ
ア
を
通
し
て
「
子
育
て
応
援
わ

く
わ
く
店
」
に
加
盟
す
る
西
北
五
地

域
の
協
賛
店
を
紹
介
し
ま
す
。

　

県
で
は
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金
制
度
に

よ
る
寄
附
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
制
度
は
、
応
援
し

た
い
と
お
考
え
の
県
や
市
町
村
に
寄
附

を
し
た
場
合
に
、
現
在
お
住
ま
い
の
自

治
体
の
住
民
税
（
県
民
税
・
市
区
町
村

民
税
）
か
ら
、
寄
附
金
額
に
応
じ
て
一

定
額
を
控
除
す
る
も
の
で
す
。

　

県
外
在
住
の
方
々
や
帰
省
さ
れ
る
ご

親
戚
や
ご
友
人
の
方
々
に
も
、
ぜ
ひ
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/

）を
ご
覧

に
な
る
か
、
県
税
務
課
℡
０
１
７
（
７

３
４
）
９
０
６
４
へ
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

津
軽
広
域
水
道
企
業
団
西
北
事
業
部

事
業
再
評
価
審
議
委
員
会
（
福
士
憲
一

委
員
長
・
八
戸
工
業
大
学
教
授
）
は
11

月
13
日
、
水
道
事
業
に
係
る
国
庫
補
助

事
業
の
「
特
定
広
域
化
施
設
整
備
事
業

は
継
続
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
意
見
書

を
取
り
ま
と
め
、
副
企
業
長
の
福
島
つ

が
る
市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

国
庫
補
助
事
業
は
、
社
会
情
勢
の
変

化
を
考
慮
し
、
５
年
ご
と
ま
た
は
適
宜

「
継
続
」
す
べ
き
か
「
見
直
し
」
や
「
中

止
」
す
べ
き
か
を
審
議
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

親
子
に
優
し
い
お
店
フ
ェ
ア
開
催
事
業

五
所
川
原
わ
く
わ
く

	

る
・
る
・
る
広
場

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

す
て
っ
ぷ　

℡（
34
）２
１
７
０

リ
ベ
ラ
ル
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局

℡
０
９
０（
４
３
１
９
）４
１
７
５	

一
戸

問
い
合
わ
せ
時
間	
17
時
30
分
～
20
時

ス
キ
ー
無
料
レ
ッ
ス
ン

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
７
２（
38
）０
５
０
０

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

℡
０
１
７
８（
70
）１
６
６
３

放
送
大
学
４
月
生
募
集

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部
納
税
管
理
課

℡（
34
）２
１
１
１	

内
線
２
０
４

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
ご
案
内

津
軽
広
域
水
道
企
業
団
西
北
事
業
部

℡（
42
）７
１
１
1

「
特
定
広
域
化
施
設
整
備

事
業
」
を
継
続
し
ま
す

◎
広
報
有
料
広
告

◎
広
報
有
料
広
告

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
!!

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
!!
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津軽半島観光アテンダント企画「津軽半島大集合」津軽半島観光アテンダント企画「津軽半島大集合」

防火安全対策は万全ですか？防火安全対策は万全ですか？

ハタハタ遊漁者の皆さんへハタハタ遊漁者の皆さんへ

平成25年産麦作付農家の皆さんへ
麦共済へご加入ください
平成25年産麦作付農家の皆さんへ
麦共済へご加入ください

平成24年工業統計調査平成24年工業統計調査
経済産業省・都道府県・市区町村経済産業省・都道府県・市区町村

　今年の五所川原地区消防事務組合管内での火災件数
は、11月末現在で26件となっており、11月に入り４件
の火災が発生しています。また、火災により２名が犠
牲になっており、県内においても、火災による死者数
が昨年を大きく上回っている状況にあります。
　これから厳しい冬を迎えるに当たり、更に火災の発
生が危惧されます。皆さんの地域や家庭から火災を出
さないため、大切な家族や財産を守るために、火気使
用器具や暖房機器の点検、タバコ火の消火確認等、火
気の取扱いには十分注意し、火災を起こさない環境を
つくりましょう。
■お問い合わせ先　消防本部予防課　℡35-2019

　麦は水稲と同様に「当然加入制」です。
　10ａ以上麦を栽培する農家はその全ての耕地につい
て麦共済に加入することとなっていますので、忘れず
にご加入ください。
■お問い合わせ・申込先
ＮＯＳＡＩ津軽広域　℡（33）１５１３
＊農業者戸別所得補償制度の加入者は、麦共済の加入
が交付要件です。戸別所得補償制度ついては、市役
所農林水産課（内線2518）まで。

　工業統計調査は日本の工業の実態を明らかにするこ
とを目的とした統計法に基づく報告義務がある重要な
統計で、調査結果は中小企業施策や地域振興などの基
礎資料として利活用されます。
　調査時点は12月31日となっていますので、調査票へ
のご回答をお願いします。
■お問い合わせ先　企画課　内線2155・2156

　西海岸には、近年、冬になるとハタハタが産卵のた
め来遊してきます。県では水産資源の保護などのため
に「青森県海面漁業調整規則」を定めています。
■ハタハタが生んだ卵（ブリコ）の採捕・所持・販売
を禁じます。
■使用できる漁具・漁法は▽竿づり▽手づり▽たも網
▽叉手網▽四つ手網▽投網▽やす（発射装置を有す
るものを除く）▽は具▽徒手採捕（潜水器により行
うものを除く）です。これら以外の漁具（カニ篭な
ど）で採捕することは、禁止されています。
＊立入禁止区域など危険な場所での遊漁は、絶対やめ
ましょう。また、救命胴衣を着用しましょう。
■お問い合わせ先　西北地域県民局鰺ヶ沢水産事務所
　　　　　　　　　℡0173（72）4300

　今年度から津軽半島観光アテンダントと名称を変え、
津軽半島全域の観光地やお土産品などブログを通して
発信してきました。そこで、一堂に集まってもらい、
五所川原駅前を賑やかにし、津軽半島のうまいものを
食べ、幸せな気持ちで新年を迎えたいと思います。
■日時　12月28日㈮　11：00～15：30
■場所　津軽五所川原駅前広場
■内容　津軽半島観光アテンダントが選んだ津軽半島
のうまいものや特産物を各市町村別に販売します。
　11時からは開会のセレモニーをします（ごしょりん、
わさお、つがーるちゃん、いくべぇなどもイベント
参加予定です）。

以下のイベントも同日に開催します。
◇アテンダント餅つき大会　9：30～11：00
　お汁粉をふるまいます。
◇ストーブ夜汽車　16：50～18：34
津軽五所川原発－終点まで　往復2,000円
（往復乗車券、ストーブ列車券、スルメ代金含む）
70名限定。
列車内ではサプライズあり、プレゼントありで、楽
しめること間違いなしです。
＊駐車場は近隣の有料駐車場をご利用ください。
■お問い合わせ先　津軽半島観光アテンダント推進協
議会（津軽鉄道株式会社内）　℡34-2148

◎
広
報
有
料
広
告

◎
広
報
有
料
広
告

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
! !

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
! !

広報はホームページでもご覧になれます 12五所川原市役所　☎35－2111　平成24年12月15日



五所川原市大字稲実字米崎68‒5

健康管理食の弁当取扱店が新たに加わりました。

稲実でも弁当の購入が出来ます。

◎高カロリー弁当も販売しています。

□ 健康管理食弁当￥500円
□ 個数等に応じて配達（昼・夜）いたします。
□ カロリー ５３０～６３０ Ｋｃａｌ程度

◎健康維持、ダイエット、生活習慣予防等
　　　　　　を考えている方に適しています。
◎手作り日替わり弁当の献立は、
　　　　　　　毎回栄養士が考案しています。

西北中央

鎌谷踏切

福祉の店
「ここ」
で販売

国
道
３
３
９
号

駅

佐藤
内科 飼料米買います！

詳しい内容や疑問などいつでも連絡下さい。　飼料米担当　中村まで

〒038－2801 青森県つがる市木造丸山竹鼻118‒5
TEL 0173‒26‒4177　FAX 0173‒26‒3688
URL http://www.kimurafarm.jp     E-MAIL kmfarm@infoaomori.ne.jp

平成25年産
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健 康 推 進 課　☎35－2111（内線2363・2366）
保健センター市浦　☎27－7733

健康だより健康だより
ヘルス・インフォメーション

地区 開 催 場 所 開 催 日 開催時間

市　浦 保健センター市浦
12月25日㈫

13:00～14:00
12月27日㈭

　生活習慣病や、肥満解消、介護予防など体に関する
こと、ストレスや心の相談などに保健師が応じます。
　健康手帳をお持ちの方は、ご持参ください。

健康づくり相談室

＊当日来られない場合、受診済みの場合等は、ご連絡
ください。
＊３歳児健診については個別に事前通知します。
＊駐車場は保健センター側と道路を挟んだ向かい、市
役所または有料駐車場をご利用ください。
＊１歳６カ月児・３歳児健診を受診する保護者の方へ、
歯周病チェック（ペリオスクリーン）を無料で実施
しています。

■内容　小児科診察、歯科診察（１歳６カ月児・３歳
児）、尿・耳・目の検査（３歳児）、身体計測、発達
相談、離乳食のお話（４カ月児）等
■受付　12：00 ～ 12：30（３歳児健診11：30 ～ 12：30）
　11時から母子健康手帳を出すことができます。
■持参するもの　母子健康手帳、バスタオル等
　（１歳６カ月児健診を受診する保護者の方は、耳の
アンケートカードを記入し、会場にお持ちください）

乳 幼 児 健 診

健診の種類 実 施 日 実施場所 対象児・対象地区
４カ月児
健　　診 １月８日㈫ 保健センター

五所川原
平成24年８月生まれ
全地区

１歳６カ
月児健診 １月22日㈫ 保健センター

五所川原
平成23年７月生まれ
全地区

３ 歳 児
健　　診 １月16日㈬ 保健センター

五所川原
平成21年７月生まれ
全地区

　お子さんのことばが遅い、発音がはっきりしない
等、気になることはありませんか？
■日　時　１月16日㈬
　①13：30 ～ 14：30②14：30 ～ 15：30③15：30 ～ 16：30
■場　所　保健センター五所川原
■定　員　①②③それぞれ１名ずつ
■申込方法　１月９日㈬までに電話にてお申し込みく
ださい（先着順）。

こ と ば の 相 談

　お子さんと一緒に遊びの時間をつくり、子育ての楽
しさや悩みを話してみませんか。
■持参するもの　母子健康手帳、バスタオル

日　　時 実施場所 内　　　容
１月11日㈮
10：00～11：30

保健センター
五所川原

○各月齢での成長（身体計
測）・発達の確認、育児、
遊び、栄養（離乳食）の相談
○子育て等に関する勉強会、
情報交換
○１月勉強会テーマ
　（11:00～）
「子どもの栄養～おっぱいと
食事～」

１月18日㈮
10：00～11：30

保健センター
金木

１月24日㈭
10：30～11：30

保健センター
市浦

エンゼル相談（母子相談）

期　日 時　間 場　　　所

１月６日㈰ 10:00～16:30 ＥＬＭの街ＳＣ・イトーヨーカドー
■日程は変更される場合もあります。

献血のご案内（バス巡回）

※１．対応時間9：00 ～ 17：00（電話で確認）
　２．消防署（救急病院紹介電話34−4999）でも紹介します。

月　日 医療機関名 住　所 電  話

12月23日㈰ 清水クリニック 鎌谷町103-1 35-3663
12月24日㈪ 増田病院 新町41 35-2726
12月29日㈯ てらだクリニック 稲実字米崎122-17 33-1200
12月30日㈰ 安斎レディスクリニック 一ツ谷536-18 33-1103
12月31日㈪ かなぎ病院 金木町管原19 53-3111

救急医療当番医

広報への有料広告を募集しています／広報係 内線211713 五所川原市役所　☎35－2111　平成24年12月15日



◎
広
報
有
料
広
告

◎
広
報
有
料
広
告

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
!!

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
!!

司
会
：
五
所
川
原
に
は
、
全
国
に
誇
れ
る
祭

り
や
建
造
物
、
人
物
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

例
え
ば
、
立
佞
武
多
や
虫
と
火
ま
つ
り
、
斜

陽
館
、
文
学
人
と
し
て
は
太
宰
治
と
い
う
よ

う
に
誇
れ
る
物
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
五
所
川
原
青
年
会
議
所
が
主

催
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
も
の
は
、
奥
津
軽

虫
と
火
ま
つ
り
で
す
。
地
域
の
幸
せ
を
願
い
、

農
作
物
の
豊
作
祈
願
を
目
的
に
毎
年
行
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
奥
津
軽
虫
と
火
ま
つ
り
に
つ
い

て
の
お
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
長
：
若
い
青
年
会
議
所
の
皆
さ
ん
で
し
た

ら
、
虫
と
火
ま
つ
り
が
始
め
ら
れ
た
ほ
ぼ
同

時
期
に
お
生
ま
れ
に
な
っ
て
い
る
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

ほ
ど
の
歴
史
の
積
み
重
ね
が
あ
る
の
で
す
ね
。

理
事
長
：
昭
和
48
年
か
ら
「
虫
と
火
ま
つ
り
」

が
開
始
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
本
年
を
も
っ
て
丁
度
40
回
目
、
40
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　
現
在
の
ま
つ
り
（
奥
津
軽
虫
と
火
ま
つ
り
）

で
は「
天
下
泰
平
」「
国
家
安
泰
」「
五
穀
豊
穣
」

「
悪
疫
退
散
」
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
が
、
過

去
に
虫
と
火
ま
つ
り
が
始
ま
っ
た
時
代
で
は

同
じ
目
的
で
祈
ら
れ
て
い
ま
し
た
か
？

市
長
：
当
時
か
ら
同
じ
く
祈
っ
て
ま
つ
り
を

し
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
48
年
当
時
の
青
年
会
議
所
理
事
長
は

「
工
藤

　
勇
」
さ
ん
で
、
私
が
専
務
理
事
の

役
職
の
頃
で
し
た
。

　
そ
の
年
の
初
め
か
ら
当
時
の
会
員
が
考
え

て
い
た
の
が
、「
松
明
を
ど
う
や
っ
て
つ
く

る
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

理
事
長
：
現
在
は
、
竹
の
芯
棒
を
麻
布
で
包

ん
だ
も
の
に
カ
ヤ
を
巻
き
付
け
て
製
作
し
て

い
ま
す
。
当
時
基
本
と
な
る
製
作
方
法
は
確

立
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

市
長
：
当
時
の
記
憶
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

理
事
長
：
そ
れ
で
は
40
年
の
歴
史
の
中
で
試

行
錯
誤
し
て
編
み
出
さ
れ
て
き
た
の
で
す
ね
。

市
長
：
過
去
の
製
作
の
出
来
事
を
取
り
上
げ

る
と
、
火
種
に
使
用
す
る
ロ
ウ
を
使
い
す
ぎ

て
あ
っ
と
い
う
間
に
松
明
が
燃
え
上
が
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

理
事
長
：
私
た
ち
も
松
明
の
締
め
あ
げ
が
弱

く
出
来
あ
が
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
松
明
の

内
部
に
空
気
が
多
い
空
間
が
で
き
て
し
ま
い
、

運
行
中
に
燃
え
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
反
省
点
を
改
良
し
、
よ
り
安

全
な
ま
つ
り
運
営
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

市
長
：
今
理
事
長
が
虫
と
火
ま
つ
り
の
隊
列

運
行
を
し
て
い
る
時
に
は
、
か
な
り
迫
力
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
？

理
事
長
：
例
年
、
神
明
宮
宮
司
さ
ん
と
当
該

年
度
の
理
事
長
は
中
松
明
を
担
ぎ
ま
す
。
中

松
明
は
見
栄
え
の
関
係
で
、
理
事
長
の
体
型

に
合
わ
せ
た
サ
イ
ズ
と
な
る
た
め
、
感
覚
と

し
て
は
特
に
大
き
く
重
か
っ
た
で
す
。
河
原

ま
で
進
む
の
が
大
変
で
し
た
。

市
長
：
理
事
長
と
宮
司
さ
ん
の
持
つ
松
明
の

サ
イ
ズ
に
違
い
が
出
る
と
見
栄
え
が
良
く
な

い
の
で
、
同
サ
イ
ズ
の
松
明
に
な
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

理
事
長
：
非
常
に
大
き
く
重
い
松
明
を
よ
う

や
く
河
原
ま
で
担
い
で
い
き
ま
し
た
。
歴
代

理
事
長
か
ら
お
聞
き
し
た
の
は
、「
み
ん
な

の
想
い
を
持
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
っ
て
、

松
明
を
担
い
で
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
そ

の
心
構
え
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
な
ん
と
か
担

い
で
い
け
る
は
ず
だ
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
さ
て
、
こ
の
ま
つ
り
が
40
周
年
を
数
え
る

ま
で
は
多
く
の
出
来
事
が
あ
っ
た
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

方
々
や
私
達
青
年
会
議
所
先
輩
諸
兄
も
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
か
と

存
じ
ま
す
。

市
長
：
河
原
の
花
火
等
の
設
営
及
び
運
営
で

は
、
当
時
、
会
員
だ
っ
た
宮
崎
清
市
さ
ん
や

竹
内
靖
雅
さ
ん
ら
が
尽
力
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

理
事
長
：
多
く
の
方
々
の
想
い
を
引
き
継
い

で
、
ま
つ
り
を
こ
れ
か
ら
も
１
０
０
年
続
け

て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

市
長
：
虫
と
火
ま
つ
り
の
開
催
時
期
が
さ
な

ぶ
り
時
期
（
６
月
の
第
三
週
）
に
移
っ
て
か

ら
ど
の
く
ら
い
経
ち
ま
し
た
か
？

理
事
長
：
お
お
よ
そ
10
年
ほ
ど
か
と
思
い
ま

す
。

市
長
：
以
前
、
県
議
会
議
員
当
時
に
大
町
で

来
賓
挨
拶
を
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

理
事
長
：
本
年
、
ま
つ
り
の
活
性
化
と
伝
承

継
承
の
一
環
と
し
て
「
虫
と
火
ま
つ
り
親
善

大
使
」
と
い
う
事
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
地
域
を
担
う
高
校
生
以
上
の
学
生
達

を
対
象
に
募
集
を
行
い
、
集
ま
っ
た
各
高
等

学
校
、
短
期
大
学
校
の
皆
さ
ん
と
共
に
ま
つ

り
の
広
報
活
動
や
、
ま
つ
り
を
題
材
に
し
た

紙
芝
居
の
実
演
を
市
内
幼
稚
園
・
小
学
校
で

行
い
普
及
に
努
め
た
結
果
、
大
き
な
反
響
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

市
長
：
ま
つ
り
の
活
性
化
と
伝
承
継
承
へ
の

活
動
は
き
っ
と
実
を
結
ば
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
奥
津
軽
虫
と
火
ま
つ
り
と
い
う
、
地
域
の

伝
統
行
事
の
良
さ
を
伝
え
続
け
て
い
か
れ
る

よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

理
事
長
：
は
い
。
私
達
会
員
は
勿
論
の
こ
と
、

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
人
び
と
に
と

っ
て
も
同
様
だ
と
思
い
ま
す
。

司
会
：
今
年
度
、
五
所
川
原
青
年
会
議
所
は

市
民
と
行
政
と
協
力
し
て
行
う
事
業
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
理
事
長
か
ら
一
言
お
願

い
し
ま
す
。

理
事
長
：
本
年
、
平
山
市
長
を
は
じ
め
と
し

ま
し
て
市
民
の
皆
様
方
に
は
た
い
へ
ん
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
７
月
に
開
催
さ

れ
た
平
成
24
年
度
五
所
川
原
市
民
討
議
会
や
、

９
月
開
催
の
東
北
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
及
び
東

北
の
た
か
ら
い
ち
in
奥
津
軽
五
所
川
原
に
は

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
東
北
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
た
か
ら
い
ち
に

関
し
ま
し
て
、
東
北
各
地
の
青
年
会
議
所
会

員
３
３
０
０
名
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
非
常
に
貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
と

感
じ
ま
す
。
県
外
か
ら
の
参
加
者
の
方
々
と

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、「
五

所
川
原
に
初
め
て
来
て
み
た
け
れ
ど
良
い
ま

ち
だ
ね
。
８
月
に
ま
た
訪
れ
て
み
た
い
」
と

い
う
感
想
を
多
数
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。
五

所
川
原
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
事
業

で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　
市
民
討
議
会
に
関
し
ま
し
て
は
、
市
民
28

名
の
方
々
と
ま
ち
の
未
来
に
つ
い
て
前
向
き

に
話
し
合
い
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
つ
く
る
」
と
い
う
意
識
を
高
め
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

司
会
：
そ
れ
で
は
、
平
山
市
長
が
考
え
る
五

所
川
原
市
の
未
来
像
を
お
話
し
し
て
頂
き
た

い
の
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

市
長
：
９
月
の
東
北
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
た

か
ら
い
ち
事
業
は
た
い
へ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。
東
北
地
区
規
模
の
大
会
と
な
れ
ば
開

催
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測

し
ま
す
。
遠
方
よ
り
実
際
に
五
所
川
原
市
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
地
域
の
魅
力
を
感
じ
ら

れ
る
機
会
を
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
青
年
会
議
所
の
皆
さ
ん
が
今
大
会

で
得
ら
れ
た
経
験
は
、
き
っ
と
こ
れ
か
ら
の

青
年
会
議
所
の
事
業
に
際
し
て
役
立
つ
も
の

と
思
い
ま
す
し
、
更
に
は
将
来
の
五
所
川
原

を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
も
活
か
さ
れ
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
市
民
討
議
会
に
関
し
て
は
、
実
際
に
市
民

の
方
々
の
生
の
声
を
聞
け
る
と
い
う
こ
と
が

ま
ず
第
一
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
討
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
市

単
独
で
の
運
営
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
市

民
の
方
々
に
と
っ
て
意
見
の
言
い
出
し
や
す

い
環
境
や
設
え
を
検
討
し
た
結
果
、
運
営
に
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五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
!!

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
!!

■奥津軽虫と火まつり
天下泰平・国家安泰・五穀豊穣・悪疫退散を祈り、地域の幸せを願うまつりです。

■「奥津軽虫と火まつり親善大使」
　青森県立五所川原農林高等学校、青森県立五所川原工業高等学校、青森県立金木高等学校、青森県立板柳高
等学校、東北職業能力開発大学校青森校（ポリテクカレッジ）の生徒さんが奥津軽虫と火まつり親善大使とし
て活躍いたしました。

■じょっぱりロード２０１２～OMOIYARI への旅
　全行程約７０Ｋｍの道のりを、小学生の子ども達が３日間かけて歩く「じょっぱりロード２０１２～
OMOIYARI への旅～」は、みんなで励ましあい、協力していく中で、思いやりの心や子ども達の自主性を育
んでいく事業です。

■東北青年フォーラム in奥津軽五所川原
　青年会議所の東北大会です。今年度は、五所川原で開催され東北各地より多くの青年会議所会員の皆様に来
て頂きました。

■地域活性東北のたからいち
　東北青年フォーラムと同時開催され、「地域のたから」を地域や全国へ向け発信しようと
考える人々の想いを一堂に集め、「地域のたから」を活かしたまちづくりの手法や効果を理
解し、自らもまちづくりへ参画する意識を醸成する場です。

平成24年度（公社）五所川原青年会議所 主な事業実績

「ホームページ」

公益社団法人五所川原青年会議所 〒037-0052 青森県五所川原市字東町17-5 TEL:0173-35-4049 FAX:0173-35-4044

企画・編集／五所川原青年会議所 総務情報委員会

長
け
て
い
る
青
年
会
議
所
と
の
連
携
を
選
択

し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
当
市
は
合
併
当
初
６
万
３
０
０
０
人
の
市

民
で
あ
っ
た
の
が
、
現
在
は
約
５
万
９
０
０

０
人
と
４
０
０
０
人
弱
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。
過
去
の
西
北
五
地
域
の
県
民
が
20
万

人
以
上
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
現
在
は
14
万

人
と
い
う
状
況
で
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
安
定
し
た
市
政
運
営
と
地
域
の
発
展
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
こ
れ
か
ら
も
周
辺
市
町
村

と
協
力
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
原
発
や
電
気
の
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

こ
五
所
川
原
市
と
し
て
は
観
光
を
軸
に
地
域

の
産
業
に
力
を
入
れ
て
い
く
所
存
で
あ
り
、

如
何
に
こ
れ
か
ら
の
地
域
を
良
く
し
て
い
く

の
か
。
地
域
の
未
来
像
を
描
き
実
行
し
て
行

く
こ
と
が
課
題
で
す
。

　
若
い
方
々
に
と
っ
て
は
変
化
の
あ
る
時
代

に
挑
戦
す
る
楽
し
み
が
あ
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
安
定
し
た
社
会
を
築
い
て
い
く
こ

と
も
望
ま
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
都
会
へ
出
張
や
用
事
を
終
え
て
帰

郷
し
た
際
に
、
ほ
っ
と
し
て
「
や
は
り
五
所

川
原
市
は
良
い
な
、
ふ
る
さ
と
は
良
い
な
」

と
い
う
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
た
ら
と

思
い
ま
す
。
き
っ
と
ふ
る
さ
と
に
農
業
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
に
ふ
る
さ
と
を
想

う
心
が
で
き
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
た
だ
、
農
業
の
み
で
地
域
が
発
展
し
て
い

け
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
ち
全
体
を
発
展
さ

せ
な
け
れ
ば
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
代
を
担
っ
て
い
く
皆
さ
ん
の
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

司
会
：
平
山
市
長
の
お
話
を
受
け
て
、
こ
れ

か
ら
の
五
所
川
原
青
年
会
議
所
の
方
向
性
に

つ
い
て
今
理
事
長
、
お
願
い
し
ま
す
。

理
事
長
：
私
は
昨
年
の
震
災
時
に
岩
手
県
花

巻
市
に
実
際
に
お
り
、
そ
こ
で
の
惨
状
を
目

に
し
た
体
験
は
今
も
心
に
焼
き
付
い
て
い
ま

す
。
あ
の
震
災
に
一
人
の
人
間
と
し
て
「
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
皆
さ
ん
が
思

わ
れ
た
は
ず
で
す
。
暮
ら
す
地
域
を
失
い
、

苦
境
に
立
た
さ
れ
た
人
達
の
姿
を
見
て
、「
自

分
に
も
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
思

わ
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
は
ず
で
す
。

　
青
年
会
議
所
の
使
命
は
、
ま
さ
に
そ
こ
に

あ
る
も
の
だ
と
い
う
私
の
想
い
が
あ
り
ま
す
。

誰
も
が
持
っ
て
い
る
そ
の
想
い
を
呼
び
起
こ

す
、
奮
い
立
た
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
市
民

の
意
識
改
革
を
促
し
て
い
く
運
動
を
行
う
の

が
私
達
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
や
は
り
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
の
は
そ
こ

に
暮
ら
す
市
民
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
愛
し
誇
り
に
思
う
人
び
と
が
溢

れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
種
ま
き

を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
一
人
の
父
親
と

し
て
も
地
域
の
子
ど
も
達
が
将
来
に
、
こ
の

ま
ち
を
誇
り
に
思
え
る
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し

い
五
所
川
原
市
を
創
造
す
る
た
め
に
や
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長
：
素
晴
ら
し
い
で
す
。
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ま
ち
づ
く

り
の
行
動
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今

理
事
長
が
震
災
時
の
体
験
に
触
れ
ら
れ
て
い

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
昔
終
戦
時
の
青
森
市
街

地
も
空
襲
で
何
も
無
い
状
況
で
し
た
。
当
時

は
樺
太
や
満
州
か
ら
の
引
揚
者
が
多
数
来
て

お
り
、
人
び
と
が
助
け
合
い
な
が
ら
ふ
る
さ

と
の
再
興
に
向
か
い
生
活
を
し
て
い
る
中
で
、

行
政
も
支
援
を
し
て
い
た
の
を
記
憶
し
て
い

ま
す
。

　
私
も
五
所
川
原
市
を
そ
の
よ
う
な
ま
ち
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会
：
最
後
に
平
山
市
長
よ
り
五
所
川
原
青

年
会
議
所
へ
の
激
励
の
言
葉
を
お
願
い
し
ま

す
。

市
長
：
私
も
以
前
は
青
年
会
議
所
に
所
属
し
、

卒
業
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
に
ま
さ
か
政

治
の
世
界
に
入
り
市
長
を
務
め
る
と
は
思
っ

て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
こ
の
地
域

を
よ
り
良
く
し
た
い
、
ど
う
す
れ
ば
皆
が
幸

せ
に
な
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
青
年
会
議

所
入
会
当
時
よ
り
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
五
所
川
原
市
の
発
展
に
、
あ

ず
ま
し
い
五
所
川
原
市
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
に
、
五
所
川
原
青
年
会
議
所
の
会
員
の
皆

さ
ん
に
は
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
が
ふ
る
さ
と
を
想
う
心
を
持
ち
行
動

を
起
こ
し
て
い
け
ば
ま
ち
は
も
っ
と
も
っ
と

良
く
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

理
事
長
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
地
域

の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。
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主な公共施設
年末年始の休業・休館日

28日 29日 30日 31日 １日 ２日 ３日 ４日

市役所、金木総合支所、市浦総合支所
＊戸籍の届出は日直・宿直で対応します。

○ 休 休 休 休 休 休 ○

西北中央病院、かなぎ病院
＊急患は随時診療します。

○ 休 休 休 休 休 休 ○

市浦医科診療所、市浦歯科診療所 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

市立図書館、伊藤忠吉記念図書館、市浦分館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

中央公民館、金木公民館、市民体育館、
つがる克雪ドーム、サンビレッジ五所川原、
Ｂ＆Ｇ海洋センター市浦

休 休 休 休 休 休 休 休

働く婦人の家、オルテンシア、
市民学習情報センター ○ 休 休 休 休 休 休 ○

葬斎苑 大規模改修工事により１月９日㈬まで使用休止

金木斎場、市浦露草斎苑 ○ ○ ○ ○ 休 休 ○ ○

ペット火葬場 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

立佞武多の館
＊12/31の営業時間／9：00～15：00

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

太宰治記念館「斜陽館」、津軽三味線会館 ○ 休 ○ ○ ○ ○ ○ ○

金木観光物産施設「マディニー」
＊12/31の営業時間／9：00～16：00
　1/1の営業時間／10：00～16：00

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

道の駅十三湖高原「トーサム」 ○ ○ ○ 休 休 休 ○ ○

し～うらんど海遊館
＊12/25は休み。＊12/29～1/3は送迎バス運休。
　　　　　　　　　営業時間も短縮されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般廃棄物最終処分場（燃やせないごみ搬入）
西部クリーンセンター（燃やせるごみ搬入）
＊ごみ集積所へのごみ出しはごみカレンダーに従
ってください。

○ ○ ○ 休 休 休 休 ○

中央クリーンセンター（し尿搬入） ○ 休 休 休 休 休 休 ○

１月４日（金）は
以下の納期限です。忘れずに納めましょう。

収納課　内線
2248～2251

介護福祉課　内線
2452・2453

国保年金課　内線
2337・2338

市民税・県民税
第４期
国民健康
保険税第６期

介護保険料
第６期

後期高齢者
医療保険料
第６期

火災・救急出動概況火災・救急出動概況
五所川原市管内  11月の火災、救急、救助出動件数

五所川原地区消防事務組合消防本部 ℡３５－２０１９（内線28）

（単位：件）

火　　災
区　分

月別 累計 月別 累計 月別 累計
1
1
0

平成24年
平成23年
比　　較

14
24

△ 10

181
119
62

1,831
1,740
91

2
1
1

17
24

△ 7

救　　急 救　　助

「消すまでは 出ない行かない 離れない」 「消すまでは 出ない行かない 離れない」 全国統一
防火標語

公共施設の年末年始休業・休館カレンダー

古紙配合再生紙使用

16五所川原市役所　☎35－2111　平成24年12月15日


